
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

                

筑
波
登
山
【
1911
［
明
治
44
］
年
３
月
発
行
『
進
修
第
14

号
』
所
収

】 
 

 
 
 
 
 

三
年 

高
田 

保
【
中
12

回
】 

 

二 

 

三
つ
の
提
灯
を
、
一
行
の
頼
り
と
し
て
、

愈
々
山
に
入
つ
た
の
だ
。
社
殿
に
額
づ
い
て
、

途
を
左
に
と
つ
て
、
二
三
町
行
つ
た
頃
か
ら
、

蓬
々
【
ほ
う
ほ
う 

風
の
吹
く
さ
ま
】
と
吹
き
上

ぐ
る
風
は
強
く
な
つ
た
。 

 

先
つ
き
の
茶
屋
で
、
三
十
分
許
り
の
休
息
に
、

五
里
の
長
途
の
疲
れ
も
去
つ
た
の
で
、
勇
気
当

る
べ
か
ら
ざ
る
慨
【
概(

が
い)  

気
概
。
困
難
に

く
じ
け
な
い
強
い
意
気
】
が
あ
る
。
箱
根
の
山
(注 1)

、

進
め
矢
玉
(注 2)

の
や
れ
何
の
歌
か
の
歌
か
ら
、
果

て
は
ぐ
る
ぐ
る
ま
い
た
ほ
う
(注 3)

に
至
る
ま
で
、

喉
【
の
ど
】
も
裂
け
、
山
も
崩
れ
よ
と
計
【
ば

か
り
】
に
怒
鳴
つ
て
行
く
。
山
怪
魑
魅
【
さ
ん

か
い
ち
み
】
(注 4)

も
魂
消
【
た
ま
げ
】
た
ら
う
。 

 
｢

オ
ー
イ｣ 

歌
の
絶
え
間
に
は
前
者
後
者
相
呼
び
相
応
じ

て
、
深
い
深
い
闇
か
ら
闇
へ
、
山
響
【
や
ま
び

こ 

山
彦
】
を
伝
へ
る
の
だ
。
木
の
根
、
巌
【
岩
】

角
、
途
に
当
つ
て
邪
魔
を
す
る
。
杖
を
力
に
一

探
一
歩
と
い
ふ
意
気
地
な
い
か
た
ち
も
し
た

も
の
だ
。 

 

霧
か
靄
【
も
や
】
か
、
提
灯
の
微
か
な
【
か

す
か
な
】
光
を
繞
つ
【
ま
と
っ
】
て
、
脚
元
【
あ

し
も
と
】
を
さ
へ
、
は
つ
き
り
と
燭
ら
さ
【
て

ら
さ
】
ぬ
。
前
に
立
つ
た
提
灯
も
見
え
ぬ
。【
北

先
生
の
】
例
の
声
だ
け
は
遙
か
に
高
い
空
か
ら

聞
え
る
。
風
は
強
い
。 

 

男
女
川(

み
な
の
が
わ)

 (注 5)

だ
。
角
灯
に
輝
ら
さ

れ
て
立
つ
た
北
先
生
の
姿
。
宛
然
【
え
ん
ぜ
ん 

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
な
さ
ま
。
あ
た
か
も
】
た
る
鍾

乳
洞
探
検
者
と
い
ふ
風
だ
つ
た
。
こ
ゝ
で
新
し

い
草
鞋
【
わ
ら
じ
】
を
穿
く
【
は
く
】。 

 

更
に
登
る
。
外
套
は
雨
に
、
襯
衣
【
し
ん
い 

肌
着
。
襦
袢
。
シ
ャ
ツ
】
は
汗
に
び
つ
し
よ
り
と

な
る
。
暑
い
。
風
に
揺
ら
れ
る
梢
か
ら
、
こ
ほ

れ
る
雫
が
襟
首
に
入
つ
た
と
き
は
、
ひ
い
や
り

【
ヒ
ン
ヤ
リ
】
と
し
た
。 

 

胸
突
八
町
を
上
り
つ
め
る
と
、
ち
よ
つ
と
し

た
平
地
に
出
た
近
く
赤
い
火
が
見
え
て
る
。
五

軒
茶
屋
だ
。
先
着
の
人
が
、
軒
に
つ
る
し
て
置

い
た
提
灯
で
あ
つ
た
。 

 

今
夜
は
此
処
に
寝
る
ん
だ
。
腰
を
下
し
た
時

は
十
時
近
く
で
あ
つ
た
。 

 

(注 1)

箱
根
の
山 

 
｢

箱
根
の
山
は 

天
下
の
嶮 

函
谷
關
も 

も
の
な
ら
ず

…
…｣

で
始
ま
る
『
箱
根
八
里
』
は
、
作
詞:

鳥
居
忱
、
作

曲:

瀧
廉
太
郎
に
よ
る
唱
歌
・
歌
曲
。
1901

［
明
治
34

］
年
発

行
の｢

中
学
唱
歌｣

に
掲
載
さ
れ
た
。 

 

(注 2)

進
め
矢
玉 

 

1894

［
明
治
27

］
年
８
月
発
行
の｢

忠
実
勇
武
唱
歌
集｣

に

掲
載
さ
れ
た
軍
歌
。
作
詞:

中
村
秋
香
、
作
曲:

小
山
作

之
助(

『敵
は
幾
万
』の
譜)

。YouTube

で
聴
く
こ
と
が
で
き

る
。 

 

(注 3)

ぐ
る
ぐ
る
ま
い
た
ほ
う 

 

応
援
歌
の
掛
け
声
、
エ
ー
ル
、
あ
る
い
は
応
援
の
野
次

の
言
葉
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
言
葉
が
、
旧
制
第
三
高
等

学
校
行
進
歌｢

あ

青ゝ
春
の
脈
血
に｣( YouTube

で
聴
く
こ
と

が
で
き
る)

の
エ
ー
ル
、｢

や
ー
れ
や
れ
グ
ー
ル
マ
イ
タ
ホ
イ 

柏
の
葉 

柏
の
葉 

柏
の
葉
を
ブ
ッ
と
ば
せ｣( ｢

柏
の
葉｣

と
は
、

定
期
対
校
戦
の
仇
敵
で
あ
る
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
こ
と)

や
、

旧
制
山
口
中
学
校(

現
山
口
高
校)

応
援
歌
第
一
号
の
掛

け
声
、｢
ホ
ラ 

ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ 

グ
ル
グ
ル
マ
イ
タ 

ホ

イ｣

に
見
ら
れ
る
。 

 

1907

［
明
治
40

］
年
、
創
立
10

周
年
記
念
事
業
で
、
５
隻
の

ボ
ー
ト
が
進
水
し
、
12

月
１
日
(日)

に
は
、
創
立
10

周
年
記

念
式
と
記
念
競
漕
会(
ボ
ー
ト
レ
ー
ス)

が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
水
上(

ボ
ー
ト)

部
部
長
で
あ
っ
た
尾
崎
楠
馬
先
生
は
、

ボ
ー
ト
選
手
の
コ
ー
チ
、
楽
隊
指
導
、
応
援
歌
伝
授
、
そ

し
て
小
田
原
勇
先
生
と
と
も
に
式
典
準
備
と
八
面
六
臂

の
働
き
を
し
て
い
た
。
そ
の
尾
崎
先
生
の
日
記
に 

○
11

月
28

日
(木) 

 

…
…
放
課
后
選
手
撮
影
。
四
時
【川
口
艇
庫
側
の
】水
神

祠
ニ
赴
キ
四
時
半
ヨ
リ
五
時
過
迄
五
年
第
一
選
手
ト
共

ニ
練
習
帰
舎
相
変
ラ
ズ
飯
甘
シ
。
六
時
半
ヨ
リ
八
時
迄

楽
隊
練
習
…
… 

○
11

月
29

日
（金） 

 

…
…
放
課
后
舵
手
ヲ
集
メ
テ
競
漕
ノ
注
意
ヲ
ナ
ス
。
雨

ヲ
浸
シ
艇
庫
ニ
行
キ
準
備
ス
。
…
…
夜
ハ
七
時
ヨ
リ
九
時

迄
小
田
原
ト
打
合
ヲ
ナ
ス
。
四
年
ニ
ヤ
ジ
ノ
曲
ヲ
授
ケ
九

時
過
入
床
ス
。 

と
あ
り
、
寮
の
舎
監
も
し
て
い
た
尾
崎
先
生
が
、
東
京
高

等
師
範
学
校
在
学
中
に
覚
え
た
応
援
歌
や
野
次
の
掛
け

声
を
寮
生
に
伝
授
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に

｢

ぐ
る
ぐ
る
ま
い
た
ほ
う｣

も
あ
り
、
そ
れ
が
寮
生
を
通
じ

て
土
中
生
に
も
広
ま
って
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

(注 4)

山
怪
魑
魅(

さ
ん
か
い
ち
み) 

 
｢

山
怪｣

は
山
に
棲
む
物
の
怪
、｢

魑｣

は
虎
の
形
を
し
た

山
神
、｢

魅｣

は
猪
頭
人
形
の
沢
神
。
い
ず
れ
も
山
林
の
異

気
か
ら
生
ず
る
と
い
う
怪
物
。 

 

(注 5)

男
女
川 

 

つ
く
ば
市
を
流
れ
る
利
根
川
水
系
の
河
川
。
筑
波
山
か

ら
南
流
し
、
逆
川
に
合
流
後
、
つ
く
ば
市
大
貫
・
中
菅
間

付
近
で
桜
川
に
注
ぐ
。
百
人
一
首
の｢

筑
波
嶺
の 

峰
よ

り
落
つ
る 

男
女
川 

恋
ぞ
つ
も
り
て 

淵
と
な
り
ぬ
る｣

(

陽
成
院
『後
撰
集
』恋
・
777)

で
知
ら
れ
る
。 

  

三 

 

家
が
！
と
い
つ
て
も
掛
け
茶
屋
(注 6)

だ
。
荒
木

の
柱
に
熊
笹
の
か
こ
ひ
―
―
狭
い
か
ら
と
い

ふ
の
で
、
一
隊
は
二
手
に
別
れ
【
分
か
れ
】
た
。

僕
等
本
隊
は
、
熊
笹
の
囲
ひ
の
家
の
方
に
留
ま

つ
た
。
西
尾
先
生
は
他
の
五
六
人
と
、
向
ふ
の

小
屋
に
移
つ
た
。 

 

爺
さ
ん
―─

五
軒
茶
屋
依
雲
亭
主
人
―─

の
燃
し
て
呉
れ
た
榾
火
【
ほ
た
び 

｢

榾｣

は
、
囲

炉
裏
に
く
べ
た
り
焚
き
火
な
ど
を
す
る
際
の
木
の
切

れ
端
。
木
っ
端(

こ
っ
ぱ)

】
で
、
濡
れ
た
下
衣
を

乾
し
た
と
き
は
真
実
う
れ
し
か
つ
た
。
外
は
今
、

猛
風
豪
雨
の
真
つ
最
中
。 

 

炉
を
囲
ん
で
爺
さ
ん
の
咄
に
耳
傾
け
た
。
爺

さ
ん
仲
々
口
が
達
者
だ
。
も
つ
と
も
脚
も
達
者
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だ
さ
う
で
、
風
の
吹
く
日
も
雪
の
日
も
、
朝
に

上
つ
て
夕
に
下
り
る
。
頭
が
重
い
の
気
分
が
悪

い
の
と
い
ふ
と
き
は
、
薬
も
へ
ち
ま
も
あ
つ
た

も
ん
ぢ
や
な
い
。
う
ん
と
一
つ
下
腹
に
力
を
入

れ
て
、
さ
て
山
を
登
る
と
い
つ
か
病
敵
退
散
。

で
、
生
れ
て
此
の
年
に
な
る
ま
で
、
た
ゞ
の
一

度
も
風
邪
を
引
か
ぬ
と
い
ふ
。
山
の
植
物
に
も

通
じ
て
る
。
天
狗
事
件
(注 7)

も
委
し
く
【
く
わ
し

く 

委
細
】
知
つ
て
る
。
爺
さ
ん
は
、
山
の
ぬ

し
で
ゞ
も
あ
ら
う
か
。 

 

爺
さ
ん
ま
た
博
言
学
【｢

言
語
学｣

の
旧
称
】
者

だ
。
諸
国
の
方
言
を
聞
き
分
け
る
と
い
ふ
の
を

誇
り
顔
に
話
し
た
。
こ
れ
と
、
風
邪
を
引
か
ぬ

の
と
が
、
爺
さ
ん
の
大
な
る
プ
ラ
イ
ド
な
の
だ
。

北
先
生
を
捉
か
ま
へ
【
つ
か
ま
え
】
て
、｢

先
生
、

あ
な
た
は
、
北
の
方
の
お
人
ぢ
や
ね
え
で
す

か｣

。 

 

北
の
方
、
―
―
北
！
当
て
ら
れ
た
と
、
皆
は

一
時
に
手
を
拍
つ
【
う
っ
】
て
囃
し
た
。
が
爺

さ
ん
に
は
其
の
意
味
が
暁
る
【
わ
か
る
】
ま
い
。 

 

北
先
生
も
笑
つ
た
。 

｢

さ
う
、
ま
あ
、
北
で
せ
う
ね
。
然
し
、
北
も

何
国
と
見
え
ま
す
か｣

。 

｢

さ
あ
、
越
後
…
…
で
も
な
し
加
賀
で
も
あ
る

ま
い
。
…
…
は
て
、
…
…
先
づ
当
た
ら
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
山
形
、
秋
田
の
方
ぢ
や
ね

え
で
す
か
な｣ 

｢

少
し
違
ふ
が
、
当
た
ら
ぬ
筈
で
す
よ
。
佐
渡

で
す
も
の
、
佐
渡
は
四
十
九
里
浪
の
上
で
す
か

ら
ハ
ヽ
ヽ｣

。 

｢

で
せ
う
な
。
ど
う
も
聞
き
馴
れ
ぬ
調
子
で｣

。 

｢

し
か
し
、
偉
い
で
す
な
あ｣

。 

｢

お
爺
さ
ん
お
爺
さ
ん
、
此
の
先
生
は
ね
、
北

な
ん
だ
よ
。
北
先
生
つ
て
い
ふ
ん
だ
で
。｣ 

 

咄
し
好
き
の
島
田
君
が
口
を
出
す
。
爺
さ
ん

も
笑
つ
た
。 

 

山
頂
の
夜
は
雨
と
風
と
に
更
け
て
行
く
。
炉

辺
の
団
欒
【
だ
ん
ら
ん
】
も
一
人
二
人
と
欠
け

て
行
く
。
僕
も
外
套
を
被
つ
て
、
蓆
【
む
し
ろ
】

に
く
る
ま
つ
て
寝
た
。
熊
笹
の
隙
か
ら
、
冷
い

風
が
吹
き
込
ん
で
来
る
。 

 

(注 6)

掛
け
茶
屋 

 

路
傍
に
葦
簀(

よ
し
ず)

な
ど
を
差
し
掛
け
て
通
行
人

を
相
手
に
営
む
、
簡
単
な
造
り
の
茶
屋
。｢

掛
け｣

は｢

差

し
掛
け｣

の
意
。 

 

(注 7)

天
狗
事
件 

 
｢

天
狗
党
の
乱｣

。 

天
狗
党
は
、
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
ら
の
藩
政
改
革
を

機
に
登
場
し
た
、
下
級
武
士
を
中
核
と
し
た
急
進
派
で
、

尊
王
攘
夷
を
唱
え
、
保
守
派
の
諸
生
党
と
対
立
し
た
。 

1863

［
文
久
３
］
年
の｢

八
月
十
八
日
の
政
変｣

で
、
尊
王

攘
夷
運
動
が
挫
折
す
る
と
、
水
戸
藩
で
は
諸
生
党
が
実

権
を
握
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
天
狗
党
の
藤
田
小
四
郎

(

藤
田
東
湖
の
子)
ら
は
、
1864

［
元
治
元
］
年
３
月
、
朝
廷
の

攘
夷
延
期
に
反
対
を
唱
え
て
筑
波
山
に
挙
兵
、
知
足
院

大
御
堂
に
本
陣
を
置
い
た
。
そ
の
後
、
筑
波
山
を
下
り
て
、

各
地
で
流
血
の
党
争
を
続
け
た
が
、
や
が
て
幕
府
の
追

討
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
敗
走
し
た
。
禁
裏
御
守
衛
総

督(

き
ん
り
ご
し
ゅ
え
い
そ
う
と
く)
に
任
じ
ら
れ
て
い
た

一
橋
慶
喜
に
尊
王
攘
夷
の
真
情
を
訴
え
よ
う
と
京
都
に

向
か
っ
た
が
、
幕
府
の
追
討
軍
に
敗
れ
、
加
賀
藩
に
降
伏
。

翌
年
３
月
、
武
田
耕
雲
斎
、
藤
田
小
四
郎
ら
は
斬
罪
。

天
狗
党
員
828

名
の
う
ち
、
352

名
が
処
刑
さ
れ
、
他
は
遠

島
・追
放
な
ど
の
処
分
を
科
さ
れ
た
。 

 
          

 

四 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

流
石
【
さ
す
が
】
に
、
其
の
夜
の
夢
は
冷
や

か
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
旅
の
疲
れ
で
、
ぐ

つ
す
り
と
寝
入
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

眼
が
覚
め
た
の
は
四
時
近
く
。
吹
く
は
吹
く

は
、
降
る
は
降
る
は
。
横
擲
り
【
よ
こ
な
ぐ
り
】

に
熊
笹
の
囲
ひ
を
打
つ
た
ゝ
く
の
は
雨
。
筑
波

峰
の
根
も
揺
げ
と
ば
か
り
動
か
す
の
は
風
。
天

の
吼
び
【
さ
け
び 

吼
号
、
獅
子
吼
】
、
地
の
ど

よ
め
き
。
山
の
飛
ば
ぬ
が
勿
怪
の
幸
【
も
っ
け

の
さ
い
わ
い 

思
い
が
け
な
い
幸
せ
。
意
外
な
幸
運
】。 

 

時
も
移
つ
た
。
風
は
稍
々
【
し
ょ
う
し
ょ
う 

よ
う
や
く
】
勢
を
斂
め
【
お
さ
め
】
た
ら
し
い
。

向
ふ
の
小
家
か
ら
、
笑
声
が
頻
り
に
も
れ
る
。 

｢

雲
が
飛
ぶ
よ｣ 

 

夜
が
明
け
た
か
外
が
白
い
。
扉
を
推
し
て
見

る
と
、
ア
ツ
白
い
海
―
白
い
海
！
、
雲
が
飛
ぶ

ど
こ
ろ
ぢ
や
な
い
。
一
面
は
た
ゞ
見
る
、
雲
の

海
―─

雲
の
乾
坤
(注 8)

。 

 

爺
さ
ん
が
、
夫
婦
餅
【
ふ
う
ふ
も
ち
】
を
焼

い
て
呉
れ
た
。
そ
れ
が
、
空
き
腹
に
は
非
常
に

旨
か
つ
た
。
男
を
、
男
を
と
、
男
餅
の
方
が
売

れ
行
が
い
ゝ
。
高
安
君
が
、
女
を
！
と
注
文
し

た
時
、
一
同
が
ド
ツ
と
手
を
拍
つ
て
囃
し
た
。

餅
と
聞
い
て
飛
ん
で
来
た
向
ふ
の
連
中
は
、
恐

ろ
し
い
喰
気
の
張
つ
た
連
中
で
あ
つ
た
。 

 
誰
だ
か
ゞ
、
登
山
者
名
簿
を
持
ち
出
し
た
。

北
先
生
が
先
づ
、
例
の
北
先
生
一
流
の
字
で
、

北
先
生
一
流
の
覇
気
満
々
た
る
文
章
で
、
三
年

生
の
意
気
が
何
と
か
や
ら
と
書
か
れ
た
。
次
い

で
一
同
が
先
を
争
つ
て
な
す
り
出
す
。
中
に
も

異
彩
を
放
つ
た
の
は
、
下
村
君
が
得
意
の
達
筆

を
揮
つ
【
ふ
る
っ 

揮
毫
】
て
、
墨
痕
鮮
か
に
、 

依
雲
亭
と
記
し
た
の
で
あ
つ
た
。 

 

名
簿
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
と
、
中
に
は
、
桂
月 

(注 9)

や
蘆
花
(注 10)

氏
な
ど
の
俳
句
も
見
え
た
。
様
々

な
人
が
様
々
な
手
跡
で
様
々
な
文
句
を
書
き

散
ら
し
て
あ
る
此
の
名
簿
は
、
一
種
面
白
味
の

あ
る
寄
せ
書
き
だ
。 

 

夫
婦
餅
の
袋
に
捺
す
印
を
持
ち
出
し
た
。
紀

念
【
記
念
】
だ
と
い
ふ
の
で
無
暗
【
む
や
み 

無

闇
】
に
押
す
。
飯
田
君
な
ど
は
、
授
業
料
の
領

収
証
(注 11)

に
ま
で
も
、
べ
つ
た
り
と
押
し
た
も
の

だ
。 

 

夜
が
明
け
き
つ
た
。 

 

依
然
と
し
て
雨
、
風
、
や
ゝ
勢
が
衰
へ
た
だ

け
だ
。 

 

(注 8)

雲
の
乾
坤 

 
｢

乾
坤｣

は
、
天
と
地
、
あ
る
い
は
天
地
の
間
。
高
田
は
天

も
地
も
雲
に
覆
わ
れ
尽
く
さ
れ
て
い
る
山
中
の
気
象
状

況
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
。 

 

(注 9)

桂
月 

 

大
町
桂
月(

1869

［明
治
２
］年
～
1925

［大
正
14

］年)

。
本
名

は
芳
衛(

よ
し
え)

。
高
知
県
出
身
の
詩
人
・
歌
人
・
随
筆

家
・
評
論
家
。
『
文
芸
倶
楽
部
』
『
太
陽
』
『
中
學
世
界
』
な

ど
に
随
筆
を
書
き
、
美
文
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。
作
品
は

韻
文
・随
筆
・紀
行
文
・評
論
・史
伝
・
人
生
訓
な
ど
多
彩

で
あ
っ
た
。
格
調
高
い
文
体
か
ら
擬
古
派
と
言
わ
れ
、
和

漢
混
在
の
独
特
な
美
文
の
紀
行
文
は
広
く
読
ま
れ
た
。

終
生
酒
と
旅
を
愛
し
、｢

酒
仙｣

と
も｢

山
水
開
眼
の
士｣

と
も
称
さ
れ
た
。
晩
年
は
遠
く
朝
鮮
、
旧
満
州(

中
国
東

北
部)

に
ま
で
足
を
延
ば
し
て
い
る
。 

 

(注 10)

蘆
花 

 

徳
冨
蘆
花(

1868

［明
治
元
］年
～
1927

［昭
和
２
］年)

。
本
名

は
健
次
郎
。
熊
本
県
出
身
の
小
説
家
。
小
説
『
不
如
帰

(

ほ
と
と
ぎ
す)

』
を
『
国
民
新
聞
』
に
連
載
し
、
文
名
を
挙

げ
た
。
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
り
、
ト
ル
ス
ト
イ
に

心
酔
し
た
。
代
表
作
に
『
自
然
と
人
生
』
『
思
い
出
の
記
』

な
ど
。
思
想
家
・ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
徳
富
蘇
峰
は
兄
。 

 

(注 11)

授
業
料
の
領
収
証 

 

当
時
、
授
業
料
は
生
徒
が
直
接
、
事
務
室
に
納
付
し
て

い
た
。 

 

(

高
21

回 

松
井
泰
寿)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
狗
党
「
田
中
愿
蔵
隊

陣
営
の
跡
」
碑
（
下
） 

（
つ
く
ば
市
神
郡
・ 

普
門
寺
境
内
） 

藤田小四郎像（上） 
（筑波山神社境内） 



 

アカンサス 172・３号 筑波山登山コース  
 

      筑波山塊地図 
      （明治 44年発行 一部修正） 

 

筑波山名所絵図（下） 

至土浦 

江戸屋 

北条街道（筑波街道）
２年生行程岩瀬駅 

つくば道 

つくば道道標 

一の鳥居・嵐雪句碑 

男女川源流（御池） 

五軒茶屋 
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